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反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

②②いいだ市議会だより　　　第３回定例会のあらまし

平
成
29

年
度
決
算
、
平
成
30

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
案
な
ど
42

議
案
を
可
決
、
同
意
、
認
定

第3回

定例会

第3回

定例会

人
た
し
意
同

事

）
略
称
敬
（

○
野
底
財
産
区
管
理
委
員

　

杉
本　

直
明

　

報
告
案
件
、
人
事
案
件
以
外
の
市
長
提
出
議
案
は
、

総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か
ら
各
常
任
委
員
会

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

29

に
つ
い
て
、
本
会
議
で
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
各
委
員
長
報
告
の
と
お
り
、
賛

成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第　

号
「
平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳

99

29

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
基
金
の
財
源
に

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
の
１
億
円
が
充
当
さ
れ
て
い
る

が
、
リ
ニ
ア
飯
田
駅
の
応
援
と
し
て
の
寄
附
金
以
外
に
、

飯
田
市
政
全
般
に
対
し
て
の
寄
附
金
を
基
金
積
立
金
に

充
て
る
こ
と
に
は
、
疑
問
を
感
じ
る
。

　

ま
た
、
実
質
繰
越
の
２
億
６
千
万
を
含
む
４
億
円
を

計
上
し
た
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
係
る
財
源
の
す
べ
て

が
一
般
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

財
源
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、
一
般
財
源
は
、
福
祉
・

教
育
・
災
害
対
策
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
分

野
に
充
当
す
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
。

　

第
３
回
定
例
会
を
、８
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で

28

21

　

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

25
　

市
長
か
ら
平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

30

（
第
５
号
）案
な
ど
、　

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

42

こ
の
う
ち
４
件
は
報
告
で
、３
件
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
は
、本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
の　

件
の

13

決
算
認
定
案
件
を
含
む　

件
の
市
長
提
出
議
案
に
つ
い

35

て
は
、所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
の
後
、本
会
議
に

諮
り
、決
算
に
つ
い
て
は
認
定
し
、そ
の
他
の
議
案
に
つ

い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、意
見
書
提
出
に
係
る
議

会
議
案
２
件
を
上
程
し
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、請
願
及
び
陳
情
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
１
件
ず

つ
の
審
議
を
行
い
、委
員
会
審
査
の
と
お
り
、請
願
に
つ
い

て
は
採
択
、陳
情
に
つ
い
て
は
、趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い

17

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、４
ペ
ー
ジ

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
の
委
員

　

北
澤　

正
光

○
人
権
擁
護
委
員
推
薦

　

田
畑　

頭
子
、　

橘　

祐
三

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

本
会
議
で
の
討
論

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議
会
議
案
の
提
出

　

２
件
の
意
見
書
の
提
出
に
係
る
議
会
議
案
を
議
決
し
、

国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
２
号　

「
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
伴

う
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

　

社
会
文
教
委
員
会
の
審
査
に
お
け
る
、
動
議
の
提
出
、

可
決
を
受
け
、
同
委
員
会
発
議
で
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
議
決
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
３
号　

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

　

総
務
委
員
会
で
審
査
、
採
択
し
た
請
願
第
４
号
に
基

づ
き
、
同
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致

で
議
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
概
要　
　

近
年
の
猛
暑
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、

安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
に
、
国
に
対
し

財
政
支
援
を
求
め
る

意
見
書
の
概
要　
　

国
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
担
う

べ
き
役
割
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、
地
方
財
政
全
体
の
安
定
確

保
に
向
け
て
、
施
策
の
実
施
に
十
分
な
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保

を
す
る
こ
と
な
ど
、
対
策
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す
る



NO. 210

平成29年度飯田市各会計の決算を認定

③③ いいだ市議会だより　　　議長記者会見　他

（単位：千円）平成29年度　会計別決算額一覧

差　　引歳　　出歳　　入

1,026,36844,986,91746,013,285一 般 会 計普
通
会
計

3,07818,15521,233墓 地 事 業 特 別 会 計

10,56893,258103,826ケーブルテレビ放送事業特別会計

537,08310,987,68011,524,763事 業 勘 定国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

　

特

別

会

計　

（
普
通
会
計
分
除
く
）

13,3933,394直 診 勘 定

15,3651,338,6151,353,980後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

8,26511,166,46511,174,730介 護 保 険 特 別 会 計

84915,93316,782地方卸売市場事業特別会計

19,60663,11682,722駐 車 場 事 業 特 別 会 計

54,783682,244737,027介護老人保健施設事業特別会計

△1,531,16915,573,31914,042,150

病 院 事 業 会 計

　

企

業

会

計　

△294,97112,749,33612,454,365収益的収支

△1,236,1982,823,9831,587,785資本的収支

△707,1543,858,0693,150,915

水 道 事 業 会 計 303,4402,006,7692,310,209収益的収支

△1,010,5941,851,300840,706資本的収支

△503,1356,311,0865,807,951

下水道事業会計 652,2013,761,9364,414,137収益的収支

△1,155,3362,549,1501,393,814資本的収支

　平成29年度の決算において、一般会計、墓地事業特別会計、ケーブルテレビ放送事業特別会計の合計であ

る普通会計は、会計間で移動した金額を控除した後の額で、歳入総額461億1,017万円、歳出総額450億7,016

万円となり、平成30年度に繰り越す財源1億2,648万円を除いた実質収支は、9億1,354万円の黒字となりまし

た。また、平成29年度のみの決算状況を表す「実質単年度収支」は、主に財政調整基金を取り崩したことによ

り、４億7,824万円の赤字となりました。

　平成30年9月25日に議長記者会見を行いました。第3回定例会を振り返るとともに、議会による行政

評価について、9月21日に市長に対して提言した内容のポイントを各常任委員長が説明しました。

　また、10月2日からの議会報告会について、議長より概要説明するとともに、分科会の内容を各常任

委員長より説明し、広報広聴委員長が全体的な補足説明を行いました。

　記者から議会報告会に対し、報告会というよりは広聴の色合いが強いことから、参加される方にわか

りやすい名称の検討を求める意見がありました。

市の会計には、基本的な行政運

営の経費を経理する一般会計

と、特定の行政サービスを提供

するための経費を経理する特

別会計等があります。特別会

計等には国民健康保険、介護保

険、下水道、水道、病院など10

の会計があります。

決算は、各常任委員会において

審査し、認定しました。

※

左表は、会計間で移動した金額

を控除する前の額となってい

ます。

※

企業会計は、収益的収支と資本

的収支を合計すると支出の方

が大きく赤字に見えますが、こ

れは一般会計などとは異なり

減価償却費などの非現金支出

を計上しているためです。



平成30．10．26 いいだ市議会だより　　　第３回定例会　一般質問　ダイジェスト ④

　

一
般
質
問
と
は
、市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、事
業
の
進
捗
状
況
や
将
来
的

な
方
針
な
ど
を
質
し
、説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。第
３
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。（
質
問
順
） 

■
は
、
他
の
質
問
項
目

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
管
理
運
営
を
含
め
、
ス

ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
捉
え
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
民
間
活
力
を
ど
う
取
り
込
ん

で
い
く
か
。

飯
田
市
総
合
運
動
場
の
体
育
館
と
運
動
場
に

つ
い
て
、
平
成　

年
度
か
ら
（
公
財
）
飯
田

30

市
体
育
協
会
に
よ
る
指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
新
た
な
事
業
展

開
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
元
企
業
や
地
域
住
民
、
公
民
館
、
学

校
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

早
急
に
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

屋
外
活
動
の
制
限
や
水
分
補
給
の
奨
励
、
服

装
へ
の
配
慮
等
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
全

国
市
長
会
で
は
、
国
に
対
し
、
早
急
に
補
正
の
対

応
を
す
べ
き
と
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
級

の
猛
暑
へ
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

飯
田
市
と
し
て
も
全
国
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
対
応

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
早
急
に

方
針
を
出
し
た
い
。
方
法
に
は
工
夫
が
い
る
が
、

基
本
的
に
は
エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

受
給
者
負
担
金
5
0
0
円
を
廃
止
し
、
完
全

無
料
化
す
る
考
え
は
。

福
祉
医
療
制
度
持
続
の
観
点
か
ら
、
受
給
者

負
担
金
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。
完
全
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、
就
学
児
以
降
の
国
保

減
額
調
整
措
置
や
無
料
化
に
対
す
る
県
の
財
政
的

支
援
な
ど
、
国
や
県
、
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
窓
口
で
自
己

負
担
分
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
家
庭
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
福
祉
医
療

費
の
貸
付
制
度
も
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て

も
周
知
し
て
い
く
。

■
飯
田
市
の
教
育
に
つ
い
て

上
村
小
学
校
、
和
田
小
学
校
、
遠
山
中
学
校
の

3
校
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
加
盟
申

請
を
し
、
登
録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
、
成
果
を
望
む
か
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
登
録
は
、
学
校
教

育
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育
）
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
や
、
理

解
を
深
め
る
学
習
会
等
に
お
い
て
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
り
組
み
が
、
地
域
の
持
続

可
能
性
を
高
め
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与

し
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
る
「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
具
現
化
す
る
も
の
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

現
代
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
祖
父
母
や
地
域

の
人
に
、
親
と
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
役
立
つ
「
（
仮
称
）
孫
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
す
る
考
え
は
。

子
育
て
に
つ
い
て
、
祖
父
母
に
も
知
っ
て
い

て
欲
し
い
け
れ
ど
も
、
子
の
父
母
か
ら
は
面

と
向
か
っ
て
言
い
に
く
い
思
い
や
、
今
の
子
育
て

が
自
分
の
時
代
と
違
っ
て
い
て
躊
躇
し
て
い
る
祖

父
母
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
議
員
提
案
の
「（
仮

称
）
孫
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
「
み
ん
な

で
子
育
て
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
提
供
し
、
そ
の

作
成
や
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
・
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い

て
、
現
在
の
小
中
学
校　

校
を
そ
の
ま
ま
維

28

持
す
る
考
え
か
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
将
来
像
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

2
0
2
0
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
長
寿
命
化

計
画
で
は
、
現
在
の　

校
を
ベ
ー
ス
と
し
た

28

計
画
を
考
え
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て
は
、　

校
28

の
維
持
、
統
合
、
行
政
区
ご
と
の
小
中
学
校
一
体

化
等
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
と
思
う
。
重
要
な

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
に
と
っ
て
、
ど
う

い
っ
た
学
び
の
環
境
が
最
良
な
の
か
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
幅
広
く
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

こ
れ
か
ら
が
総
会
を
開
催
し
た
こ
と
の
真
価

が
問
わ
れ
る
時
期
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見

は
。

Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
人
形
劇
の
友
・
友
好
都
市

国
際
協
会
）
総
会
の
開
催
は
、
将
来
に
向

か
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。
今
回
、
当
市
か
ら
の
参
加
呼
び
掛
け
に
よ

り
、
南
あ
わ
じ
市
、
韓
国
の
春
川
市
、
台
湾
の
雲

林
縣
、
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
の
4
都
市
が
Ａ
Ｖ

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
新
規
加
盟
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
総
会
は
、
東
ア
ジ

ア
に
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
活
動
を
拡
大
し
て
い
く
契

機
に
な
っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。

■
飯
田
版
国
際
会
議
の
在
り
方

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
方
針
は

熊
谷　

泰
人　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
は

福
澤　

克
憲　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

ピ
ア
ゴ
飯
田
駅
前
店
閉
店
に
係
る
影
響
と
対
策
は

A
V
I
A
M
A
総
会
の
実
績
の
生
か
し
方
は

岡
田　

倫
英　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
は

古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
（
仮
称
）
孫
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
考

え
は

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

湊　

猛　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

飯
田
市
の
目
指
す
教
育
は

ピ
ア
ゴ
飯
田
駅
前
店
閉
店
後
の
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
庁
内
関
係
部
署
で
検
討
し
た
結

果
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
方

向
性
は
。

日
常
生
活
の
買
い
物
に
影
響
を
き
た
す
住
民

が
多
い
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
の
拡
充
と
小

型
電
気
バ
ス
の
活
用
に
よ
る
対
策
を
閉
店
直
後
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
後
利

用
に
つ
い
て
、
ユ
ニ
ー
㈱
の
考
え
を
尊
重
し
つ
つ

も
生
鮮
食
品
や
日
用
品
の
購
入
が
可
能
な
商
業
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
く
。

■
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
安
全
社
会
の
実
現

に
向
け
て
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「　

災
」
に 
所
縁 
の
日
を
選
び
、
例
え
ば
「　

ゆ
か
り

36

36

災
を
忘
れ
な
い
、
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

日
」
と
決
め
て
、
事
業
所
等
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

災
害
伝
承
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に　

災
害
の
災
害
履
歴
区
域
の
表
示
を
行
っ

36

て
お
り
、
地
域
で
の
説
明
や
避
難
訓
練
、
防
災
講

演
等
に
お
い
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
議
員
提
案

の
「
防
災
に
つ
い
て
語
り
合
う
日
」
の
思
考
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
今
後
の
事

業
展
開
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
た

取
り
組
み
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
「
小
さ
な
世
界
都
市
」
に
つ
い
て

⑤ いいだ市議会だより　　　第３回定例会　一般質問　ダイジェスト

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
事
業
に
関
わ
る
代

替
地
登
録
情
報
の
閲
覧
結
果
と
、
そ
の
受
け

止
め
方
は
。

登
録
制
に
よ
る
代
替
地
の
情
報
閲
覧
者
数

は
、
８
月
１
日
か
ら
の
開
始
後
、
１
カ
月
間

に　

人
で
、
用
地
提
供
対
象
者
の
１
割
程
度
で

57
あ
っ
た
。
全
て
の
方
が
代
替
地
を
希
望
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
想
定
よ
り
も
少
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
補
償
額
の
提
示
に
よ

り
、
移
転
先
の
確
保
が
本
格
化
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
移
転
者
が
で
き
る
だ
け
希
望
す
る
場
所
に
移

転
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
最
大
限
協
力
し
て

い
く
。

■
地
域
経
済
自
立
促
進
に
向
け
て

集
会
施
設
整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
小
規
模
改
修
が
補
助
対

象
と
な
る
よ
う
、
改
修
・
修
繕
の
最
低
事
業
費
の

下
限
2
0
0
万
円
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

集
会
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た
小

規
模
な
修
繕
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
新
し
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
や
、
現
行
の

補
助
対
象
事
業
の
下
限
の
設
定
金
額
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

■
住
民
に
最
も
身
近
な
自
治
組
織
の
防
災
に
つ
い

て

中
山
間
地
域
振
興
計
画
は
地
域
の
創
生
計
画

と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
認
識
し
て
い
る
。地

元
企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、中
山
間
地
域
産
業

の
中
心
で
あ
る
一
次
産
業
の
課
題
に
対
し
、地
元
企

業
の
技
術
を
生
か
す
こ
と
は
、地
域
と
企
業
、双
方

に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。ま
ず
は
、現

場
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
た
め
、関
係
者
と
技
術
を
も

つ
事
業
者
が
意
見
交
換
す
る
場
を
作
る
こ
と
か
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

６
月
１
日
を
「
風
越
山
の
日
」
と
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
活
動
へ
の
弾
み
と
し
て
は

ど
う
か
。

「
風
越
山
の
日
」
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市

が
先
導
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
そ
う
い
っ
た
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き

た
時
に
、
市
と
し
て
支
援
、
協
働
し
て
い
く
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
形
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
風
越
山
を
、
地
域
の
み

な
さ
ん
や
、
風
越
山
に
関
わ
る
様
々
な
組
織
、
団

体
と
と
も
に
保
全
し
、
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

■
リ
ニ
ア
新
時
代
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提

案
・
地
域
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て　

ほ
か

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
2
0
2
8
」に
掲
げ

る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
９
万
６
千
人
は
、学
卒
者
の

回
帰
率
が
1
0
0
％
で
あ
れ
ば
達
成
で
き
る
か
。

回
帰
率
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り　
41

％
へ
増
加
し
て
い
る
が
、
仮
に
1
0
0
％
に

な
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
９
万
６
千
人
の

達
成
は
不
可
能
で
あ
る
。
自
然
増
と
社
会
増
の
両

方
に
取
り
組
み
、
回
帰
率
を
高
め
る
こ
と
の
ほ

か
、
移
住
・
定
住
者
を
積
極
的
に
地
域
に
呼
び
込

む
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
で
達
成
し
よ
う
と
考

発
災
直
後
に
誰
で
も
避
難
所
開
設
が
可
能
と

な
る
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ

ク
ス
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
各
地

区
の
自
主
防
災
会
へ
の
普
及
を
ど
う
考
え
る
か
。

災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
、
参
集

時
の
具
体
的
な
行
動
内
容
を
、
簡
潔
に
判
り

易
く
視
覚
化
し
た
複
数
枚
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

と
、
最
低
限
必
要
と
な
る
事
務
用
品
等
を
入
れ
た

書
類
箱
を
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ッ

ク
ス
」
と
名
付
け
、
平
成　

年
１
月
か
ら
運
用
し

27

て
い
る
。
川
路
地
区
で
は
、
自
主
防
災
会
が
地
区

拠
点
開
設
用
を
作
成
し
、
９
月
の
地
震
防
災
訓
練

で
実
際
に
活
用
し
た
。
今
後
、
各
地
区
や
庁
内
各

所
に
お
い
て
も
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

多
重
債
務
の
ほ
か
、
家
計
、
税
務
、
法
律
、

暮
ら
し
全
般
の
相
談
な
ど
、
専
門
機
関
等
と

連
携
し
て
い
る
か
。

生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ま
い
さ
ぽ
飯
田
」

で
は
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た

め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
自
立
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
自
立
支
援
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
家
計
相
談
支
援
員
と
就
労
相
談
支
援

員
が
連
携
し
、
家
計
の
再
生
と
就
労
意
欲
の
助
長

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
納
税
課
の
職
員

も
、
納
税
の
場
面
で
受
け
る
相
談
に
つ
い
て
、
福

祉
関
係
の
部
門
へ
つ
な
ぎ
、
共
有
し
て
い
る
。

■
消
費
者
保
護
に
つ
い
て

■
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
事
業
の
取
り
組
み
は

湯
澤　

啓
次　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

「

災
」
を
風
化
さ
せ
な
い
防
災
意
識
の
高
め
方
は

36

山
崎　

昌
伸　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

高
齢
化
、
人
口
減
少
に
伴
う
、
こ
れ
か
ら
の
集
会

施
設
の
在
り
方
は小

林　

真
一　
議
員
（
公
明
党
）

防
災
と
福
祉
の
施
策
は

塚
平　

一
成　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

中
山
間
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
の
考
え
方
は

清
水　

優
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

「
風
越
山
の
日
」
制
定
の
考
え
は

か
ざ
こ
し
や
ま

新
井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
方
向
性
は

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

地
域
防
災
の
更
な
る
充
実
は

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

貧
困
対
策
に
お
け
る
生
活
再
建
支
援
は

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

え
て
い
る
。

■
S
D
G
ｓ
、
R
E
1
0
0
に
取
り
組
む
こ
と
と

飯
田
の
産
業
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
へ
の
影

響
に
つ
い
て

家
具
転
倒
防
止
な
ど
の
高
齢
者
の
安
全
確
保

対
策
に
お
い
て
、
介
護
事
業
者
と
協
力
体
制

を
構
築
す
る
考
え
は
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
介
護
事
業
者
は
、
要

介
護
者
等
の
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と

日
常
的
に
接
触
が
あ
り
、
こ
う
し
た
高
齢
者
が
安

全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
自
宅
の
生
活
環
境
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
立
場
に
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
は
、
事
業
者
の
役
割
と
し
て
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
高
齢
者
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
介
護
事
業
者
に
、
防
災
に

つ
い
て
も
配
慮
を
行
う
よ
う
、
協
力
を
呼
び
か
け

る
こ
と
を
考
え
た
い
。

■
飯
田
市
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

地
域
振
興
か
ら
踏
み
込
み
、地
域
創
生
の
意
気

込
み
で
新
た
な
地
域
経
営
の
仕
組
み
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
。地
域
産
業
の
課
題
に
対
し
、地
元

企
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
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こ
の
交
流
館
は
指
定
管
理
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
は
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
も
行
う
の
か
。
指
定
管
理
を
行
う
団

体
に
有
資
格
者
が
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
も
含
め
て
の
管
理
を
想

定
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

29

算
認
定
に
つ
い
て

いいだ市議会だより　　　委員会での審査　総務委員会

９
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１０

委
員
会
の
主
な
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

議
案
第　

号
９２

⑥

議
案
第　

号
９９

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
は
防
災
対
策
も
含
め
た

工
事
か
。

大
阪
北
部
地
震
を
受
け
て
、
飯
田
市
の
公
衆

ト
イ
レ
も
点
検
を
行
っ
た
。
危
険
な
箇
所
を

改
修
す
る
た
め
の
補
正
で
あ
る
。

滞
納
整
理
に
関
し
て

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

３０

（
第
５
号
）
案
つ
い
て

公
衆
ト
イ
レ
改
修
工
事
費
に
関
し
て

公
衆
便
所
事
業
に
関
し
て

公
衆
便
所
事
業
の
活
動
指
標
を
、改
善
要
望

等
に
対
し
処
理
し
た
件
数（
率
）と
し
て
あ
り

　

％
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
改
善
要
望
は
ま
ち
づ
く

１００り
委
員
会
か
ら
の
要
望
か
。

改
善
要
望
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
で
は

な
く
、利
用
し
た
人
か
ら
、「
故
障
」や「
つ
ま

り
」「
い
た
ず
ら
描
き
」等
の
苦
情
に
対
応
し
た
も

の
で
あ
る
。

滞
納
額
の
多
い
、
早
期
解
決
が
困
難
な
ケ
ー

ス　

件
を
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ

４０

移
管
し
た
が
、
そ
の
後
の
徴
収
状
況
は
ど
う
か
。

移
管
し
た
金
額
は
６
千
7
1
0
万
円
で
、そ

の
う
ち
4
1
8
万
円
が
納
入
と
な
っ
た
。移

管
す
る
に
は
滞
納
整
理
機
構
へ
の
負
担
金
が
必
要

で
あ
り
、今
後
も
、費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら

移
管
す
べ
き
も
の
は
移
管
し
て
い
く
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
に
関
し
て

灰
の
受
入
量
が
倍
増
し
、
処
分
場
の
稼
働
年
数
に

影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
が
、
稲
葉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
、
市
民
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
燃
や
す
ご
み
と
い
う
意
識
に
シ
フ
ト
し

た
の
で
は
な
い
か
。

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、分
別
方

法
の
変
更
か
ら
、意
識
が
変
わ
っ
た
感
じ
が
あ

る
。プ
ラ
資
源
の
回
収
率
は
悪
く
な
っ
て
い
る
。改
め

て
、分
別
方
法
の
啓
発
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

飯
田
市
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
振
興
住

宅
の
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
82

財
政
調
整
基
金
に
関
し
て

平
成　

年
度
に
財
政
調
整
基
金
を
４
億
取
り

２９

崩
し
た
が
、
重
大
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
今

後
戻
す
予
定
は
あ
る
か
。
財
調
の
取
り
崩
し
が
増

え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
歯
止
め
は
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

当
初
予
算
編
成
時
に
、
財
政
調
整
基
金
も
財

源
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金

の
繰
り
入
れ
は
年
度
末
の
決
算
見
込
み
に
よ
り
繰

入
額
を
決
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
過
去
に
は
災

害
対
応
の
た
め
大
き
く
取
り
崩
し
た
こ
と
も
あ

り
、
緊
急
の
財
政
出
動
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
、

予
算
執
行
に
お
け
る
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い
る

が
、
２
０
２
０
年
度
末
の
主
要
４
基
金
の
残
高
を

　

億
円
以
上
確
保
す
る
と
い
う
財
政
運
営
目
標
を

４０達
成
す
る
よ
う
に
、
今
後
も
財
政
運
営
を
健
全
に

行
っ
て
い
く
。

入
居
条
件
緩
和
に
関
し
て

市
営
住
宅
か
ら
地
域
振
興
住
宅
へ
１
件
追
加

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
入
居
希
望
者
は
い

る
か
。
今
後
、
入
居
希
望
者
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

現
在
、
入
居
希
望
が
あ
り
、
今
回
は
１
件
を

上
村
程
野
第
５
地
域
振
興
住
宅
と
し
て
位
置

付
け
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
希

望
等
は
聞
い
て
な
い
。

指
定
管
理
に
関
し
て

請
願
審
査
の
結
果

請
願
第
４
号

★
請
願
者　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

小
林　

晋　

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

地
方
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
か
ら
久
し
い

が
、
地
方
は
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
に

直
面
し
、
そ
れ
ら
課
題
解
決
に
向
け
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
地
方
自
治
体
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
自
治
体
の
事
務
事
業
の
多

く
は
国
の
法
令
に
従
い
行
わ
れ
て
い
る
。
国
は
、

自
治
体
が
そ
の
事
業
を
行
え
る
よ
う
に
、
そ
の
財

源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
地
方
が
真
に
自

立
す
る
た
め
に
は
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
は

不
可
欠
で
あ
る
。
主
旨
は
適
当
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
採
択
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
し
て

上
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
の
か
、
見
通
し
は
ど
う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
地
域
課
題
解
決
型
で

導
入
し
て
い
る
。現
在
、上
村
地
区
で
ど
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
す
る
か
、地
域
内
で
協
議
を

行
っ
て
い
る
。募
集
は
今
後
と
な
る
。

市
内
の
建
物
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
態
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
結
果
は
公

表
す
る
か
。

飯
田
市
版
の
省
エ
ネ
建
物
仕
様
の
検
討
資

料
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
特
に

公
表
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
公
表
し
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
一
連
の
調
査
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
、
公
表
で
き
る
範
囲
や
方
法

等
を
検
討
し
た
い
。

ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
に
関
し
て

資
源
ご
み
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
苦
情
が
多
い
が
、
サ
イ
ズ
を
小

さ
く
し
た
理
由
は
何
か
。

昨
年
、
南
信
州
広
域
連
合
の
稲
葉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
市
の
ご
み
袋

の
形
を
統
一
し
た
。
環
境
課
に
も
同
様
の
意
見
が

届
い
て
い
る
。
今
後
、
見
直
し
を
考
え
た
い
。

最
終
処
分
場
管
理
事
業
に
関
し
て

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

で
、
埋
め
立
て
ご
み
は
減
少
し
た
が
、
焼
却

議
案
第　

号
83

飯
田
市
下
久
堅
ふ
れ
あ
い
交
流
館
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
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９
月　

・　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１２

１３

委
員
会
の
主
な
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

対
象
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
支
援
に
と
ど
ま
ら

ず
、
家
族
や
介
護
ス
タ
ッ
フ
な
ど
へ
の
介
助

方
法
等
の
指
導
か
ら
、
市
民
か
ら
評
判
も
良
く
、

要
望
の
高
い
事
業
と
聞
い
て
い
る
が
、
人
材
を
増

や
す
考
え
は
ど
う
か
。

市
民
要
望
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
人
材
育
成

の
面
も
含
め
、
増
員
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

他
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ

ん
は
、
多
く
の
場
合
、
一
刻
も
早
い
診
察
を

希
望
し
て
お
り
、
目
標
の
一
週
間
で
も
長
い
の
で

は
と
感
じ
る
。
経
営
改
善
を
進
め
る
中
で
は
、
患

者
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
っ
た
考
え
の
徹
底
も
必
要

で
、
早
期
受
け
入
れ
に
向
け
た
、
さ
ら
な
る
改
善

も
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

病
院
の
性
質
上
、
外
来
の
患
者
数
が
多
く
、

症
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
、
継
続
的
に
受
診
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
、
外
来
患
者
数
が
減
少
し
な

い
傾
向
に
あ
る
。
院
内
で
も
、
紹
介
患
者
の
優
先

枠
の
具
体
化
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
改
善
を

目
指
し
て
い
る
。

議
案
第　

号
99

陳
情
審
査
の
結
果

陳
情
第
６
号

★
陳
情
者　

危
険
な
暑
さ
か
ら
子
ど
も
と
先
生
の

　
　
　
　
　

命
を
守
り
た
い
父
さ
ん
母
さ
ん
の
会

代
表　

福
澤　

直
美 
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果「
趣
旨
採
択
」と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
趣
旨

　

市
に
対
し
、
市
内
の
小
中
学
校
の
全
教
室
、
体

育
館
並
び
に
全
保
育
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
最
優
先
で
取
り
組
む
よ
う
要

望
願
い
た
い

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

陳
情
趣
旨
に
記
載
の
あ
る
よ
う
に
、子
ど
も

た
ち
の
命
を
第
一
に
考
え
、早
期
に
エ
ア
コ

ン
設
置
を
要
望
す
る
考
え
は
、当
委
員
会
と
の
考
え

方
と
も
一
致
す
る
。趣
旨
が
適
当
で
あ
り
、採
択
。

陳
情
趣
旨
に
関
し
て
は
、
議
会
で
の
こ
れ
ま

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
ま
さ
に
適
当
と
判
断

す
る
。
一
方
で
、
陳
情
事
項
に
関
し
て
は
、
財
源

的
な
課
題
も
あ
り
、
現
実
的
に
は
難
し
い
と
判
断

す
る
た
め
、
趣
旨
採
択
。
ほ
か
に
も
同
様
の
発
言

あ
り
。

紹
介
患
者
の
早
期
受
け
入
れ
に
関
し
て

　

委
員
か
ら
の
動
議
が
あ
り
、
委
員
会
に
お
い
て

議
員
間
自
由
討
議
を
実
施
し
、
議
論
し
共
有
さ
れ

た
も
の
を
委
員
会
の
総
意
と
し
て
可
決
し
ま
し

た
。

★
要
望
書
の
概
要

　

今
年
の
猛
暑
を
と
お
り
越
し
た
連
日
の
酷
暑

は
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
等
へ
の
影
響
も
大

変
大
き
な
も
の
で
あ
り
、小
中
学
校
等
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
関
し
て
、大
き
な
方
向
性
は
確
認
で

き
て
い
る
。一
方
で
、整
備
を
進
め
る
上
で
の
課
題

も
多
く
、具
体
的
な
方
向
性
は
示
さ
れ
る
に
至
っ

て
い
な
い
。こ
れ
ま
で
の
議
会
で
の
様
々
な
議
論

を
踏
ま
え
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安
心
し
て
学

習
等
に
取
り
組
め
る
環
境
と
、そ
の
た
め
の
環
境

整
備
も
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
か
ら
、こ
の
機
会

に
、市
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行
い
た
い
と
す
る

も
の
。

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
関
し
て

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

29

算
認
定
に
つ
い
て

乳
幼
児
保
健
事
業
に
関
し
て

各
種
健
診
相
談
の
受
診
率
は　

パ
ー
セ
ン
ト

９５

と
高
い
数
字
で
あ
る
が
、
受
診
で
き
な
か
っ

た
方
へ
の
対
応
は
。

国
か
ら
は
、
虐
待
予
防
の
視
点
か
ら
も
、
状

況
を
確
認
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
保
健
師
が
電
話
や
訪
問
等
に
よ
り
、
必

ず
確
認
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

宇
宙
教
育
推
進
事
業
に
関
し
て

県
外
か
ら
の
参
加
実
績
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
今
後
は
、
観
光
的
な
要
素
も
持
た
せ
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

教
育
的
見
地
か
ら
、
地
元
の
子
ど
も
の
好
奇

心
、
冒
険
心
、
想
像
力
を
引
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
特
色
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
特
色
あ
る
教
育
環
境
が
、
い
ず

れ
は
教
育
移
住
実
現
へ
つ
な
が
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
く
。

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
の
状
況
は
。

個
別
健
診
の
自
己
負
担
額
を
5
0
0
円
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
健
診
の
日
程
を
平
日
の

午
後
の
時
間
帯
や
土
曜
日
に
設
定
し
た
ほ
か
、
秋

に
も
日
程
を
二
日
間
確
保
す
る
等
、
健
診
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
の
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

議
案
第　

号
１００

特
定
健
診
に
関
し
て

平
成　

年
度
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

29

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

病
院
事
業
の
損
益
計
算
書
に
お
い
て
、
当
年

度
純
損
失
４
億
円
余
を
会
計
上
の
赤
字
と
し

て
計
上
し
て
い
る
一
方
で
、
貸
借
対
照
表
に
お
い

て
は
、
流
動
資
産
と
し
て
現
金
預
金
を　

億
円
余

３５

計
上
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
棟
の

整
備
等
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

経
営
上
、
こ
の
現
金
預
金
に
関
し
て
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

現
状
で
は
他
の
病
院
と
比
べ
て
も
、
現
金
の

保
有
に
遜
色
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
こ

こ
数
年
は
、
現
金
が
減
少
す
る
傾
向
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い
こ
と
を
目
標
の
一
つ

と
し
て
、
経
営
改
善
を
進
め
て
い
く
。
今
後
も
必

要
な
施
設
整
備
等
は
行
っ
て
い
く
が
、
減
価
償
却

議
案
第　

号
１０８

病
院
経
理
に
関
し
て

平
成　

年
度
飯
田
市
病
院
事
業
決
算
認
定
に

29

つ
い
て

や
起
債
に
も
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
、
と
も
す
る
と

短
期
間
で
行
っ
て
き
た
起
債
の
償
還
を
今
後
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

■
９
月　

日
に
市
教
育
次
長
、
健
康
福
祉
部
長
に

21

対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
動
議
が
あ
り
、
採
決
の
結
果

可
決
さ
れ
、
議
会
議
案
第
２
号
と
し
て
第
３
回
定

例
会
本
会
議
へ
提
出
し
ま
し
た
。　

★
意
見
書
の
概
要

　

近
年
の
猛
暑
か
ら
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め

に
、国
に
対
し
財
政
支
援
を
求
め
る
と
い
う
も
の
。

■
議
会
議
案
第
２
号
の
意
見
書
は
、
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
議
長
名
で
国
会

及
び
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

市
内
小
中
学
校
及
び
保
育
園
等
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
求
め
る
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
伴
う
財
源
確

保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
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９
月　

・　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１４

１８

委
員
会
の
主
な
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議
案
第　

号
８８

最
近
、市
役
所
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
多

い
と
感
じ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。市

役
所
全
体
で
対
策
に
取
り
組
む
必
要
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
は
、各
部
署
単
位
で
情
報
を
共
有

し
て
き
た
が
、現
在
は
、毎
月
の
部
長
会
で
交

通
事
故
等
の
全
て
の
事
案
を
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で

共
有
し
、全
庁
的
な
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。大
き
な
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、職
員

に
対
し
て
日
常
的
に
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
状
況
は
。

個
別
処
理
区
域
の
水
洗
化
率
は　

％
台
で
推

70

移
し
て
い
る
。
水
洗
化
に
向
け
て
の
個
別
訪

問
を
丁
寧
に
行
い
、
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

頻
発
す
る
交
通
事
故
へ
の
対
策
に
つ
い
て

議
案
第　

号
９９

市
民
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
改
善
に

関
し
て
は
、
飯
田
市
地
域
公
共
交
通
改
善
市

民
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
運
転
免
許
証
の

返
納
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の
高
齢
者
の
声
は
市

民
会
議
へ
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

29

算
認
定
に
つ
い
て

交
通
体
系
整
備
事
業
に
関
し
て

市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
や
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の
方
々
が
い
て
、
市
民
の
声
を

伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
直
接
、
公
共
交
通
の

担
当
部
署
で
あ
る
リ
ニ
ア
推
進
課
へ
要
望
等
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
す
る
。

荒
廃
農
地
等
活
用
対
策
事
業
に
関
し
て

平
成　

年
度
ま
で
行
わ
れ
た
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
発

２９

酵
粗
飼
料
）
の
実
証
研
究
の
結
果
と
今
後
の

課
題
は
。

実
証
研
究
と
し
て
は
、
県
の
事
業
を
活
用

し
、
稲
を
青
刈
り
し
て
、
ラ
ッ
プ
フ
イ
ル
ム

で
巻
き
な
が
ら
発
酵
さ
せ
る
実
証
を
行
っ
た
。
実

際
に
農
協
の
飼
育
施
設
で
飼
料
と
し
て
与
え
た
結

果
は
良
好
で
あ
り
、
輸
入
飼
料
よ
り
も
低
価
格
で

あ
り
畜
産
農
家
に
と
っ
て
も
コ
ス
ト
削
減
の
点
で

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ン
バ
イ

ン
で
の
刈
り
取
り
や
ラ
ッ
プ
を
巻
く
専
用
の
機
械

の
購
入
と
維
持
管
理
を
ど
う
す
る
か
が
あ
る
。

島
根
県
江
津
市
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
運
用
す
る
事
例

も
あ
る
。
行
政
の
役
割
を
ど
こ
ま
で
と
考
え
る
か
。

江
津
市
の
事
例
も
調
べ
て
お
り
、
今
後
の
広

が
り
を
考
え
る
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市
場
事
業
者

が
関
わ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
そ
こ
が
市
場
と
の
結
節
点
に
な
る
と

も
考
え
る
。
今
後
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
そ

う
し
た
考
え
を
反
映
し
て
い
く
。

来
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ

り
、
さ
ら
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
控
え
て

い
る
が
、
海
外
誘
客
促
進
に
対
す
る
考
え
は
。

飯
田
市
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い

く
部
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

決
算
書
に
よ
る
と
純
利
益
は
確
保
さ
れ
て
い

て
良
好
に
見
え
る
が
、
企
業
債
償
還
金
の
占

め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
心
配
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
操
出
し
は
基
準
ど
お
り
繰
出
さ

れ
て
い
る
か
。

繰
出
し
基
準
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
通
知

に
沿
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
当
年
度
純

利
益
は
あ
る
も
の
の
、
企
業
債
償
還
は
当
分
の
間

続
く
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
変
わ
り

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
よ
う
な
地
域
の
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る

供
ま
つ
り
僑
は
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
繋
が
る
。
供
ま
つ

り
僑
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
神
社
で
行
わ

れ
る
獅
子
舞
を
２
度
３
度
と
訪
問
し
て
く
れ
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

は
、
外
か
ら
の
視
点
が
入
る
こ
と
で
、
自
ら
の
地

域
の
再
発
見
が
で
き
る
と
い
う
効
果
も
期
待
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
案
第　

号
８９

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
議
案
第　

号
と
議
案
第　

号
は
、一
つ
の
交
通
事

88

89

故
に
関
わ
る
議
題
の
た
め
、一
括
審
査
し
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
事
業
に
関
し
て

勤
労
者
協
調
融
資
の
利
用
が
減
少
傾
向
で
あ

る
が
、
そ
の
要
因
と
将
来
を
見
据
え
た
解
決

策
は
。低

金
利
時
代
を
迎
え
、市
の
協
調
融
資
の
優

位
性
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、金
融

機
関
や
勤
労
協
と
協
議
を
重
ね
、解
決
策
の
一
つ

と
し
て
、手
続
き
の
改
善
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

今
年
度
は
新
規
利
用
が　

件
に
増
加
し
て
い
る
。

14

勤
労
者
支
援
事
業
に
関
し
て

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
開
発
と
農
振
農
用

地
の
調
整
に
関
し
て
、農
家
の
住
宅
と
農
地
が

移
転
さ
れ
る
場
合
の
農
振
農
用
地
除
外
の
考
え
は
。

農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
農
家
の
住
宅
建

築
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
集
団
性
に
考
慮
す
る
な

か
で
除
外
を
し
て
き
た
。
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴

う
農
地
の
課
題
は
、
農
家
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決

を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

農
業
振
興
推
進
事
業
に
関
し
て

堆
肥
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
関
し
て

農
産
物
と
堆
肥
と
地
域
の
関
係
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

当
地
域
は
畜
産
や
キ
ノ
コ
栽
培
が
盛
ん
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
生
産
過
程
か
ら
出
さ
れ
る
排

出
物
を
堆
肥
化
し
て
循
環
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
堆
肥
を
大
量
に
必
要
と
す
る
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産

団
体
の
意
向
を
汲
み
な
が
ら
、
地
域
内
の
循
環
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
堆
肥
の
品

質
に
も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

起
業
家
育
成
支
援
事
業
に
関
し
て

観
光
誘
客
の
た
め
の
供
ま
つ
り
僑
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

観
光
ま
つ
り
振
興
事
業
に
関
し
て

観
光
誘
客
推
進
事
業
に
関
し
て

繰
出
し
基
準
に
つ
い
て

議
案
第　

号
１１０

平
成　

年
度
飯
田
市
下
水
道
事
業
決
算
認
定

29

に
つ
い
て

議
案
第　

号
９１

平
成　

年
度
飯
田
市
下
水
道
事
業
剰
余
金
の

29

処
分
に
つ
い
て

■
議
案
第　

号
と
議
案
第　

号
は
相
互
に
関
連
す
る

１１０

91

た
め
、一
括
議
題
と
し
て
審
査
し
ま
し
た
。
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７
月
２
日
に
講
演
会
、
８
月
６
日
及
び
９
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１９

委
員
会
の
質
疑
等
と
リ
ニ
ア
講
演
会
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

〈 
説
明
の
概
要 
〉
用
地
取
得
の
対
象
と
な
る
土

地
の
評
価
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

用
地
関
係
者
組
合
を
設
立
し
て
い
た
だ
く
。
現

在
、
上
郷
地
区
で
９
組
合
、
座
光
寺
地
区
で
７

組
合
を
予
定
し
て
い
る
。

■
回
答
書
の
説
明
に
対
す
る
質
疑
等

用
地
関
係
者
組
合
に
は
国
道　

号
線
沿
線
の

１５３

企
業
や
事
業
者
な
ど
は
含
ま
れ
る
か
。

事
業
者
も
含
ま
れ
る
。

各
組
合
の
土
地
評
価
の
対
応
は
。

複
数
の
組
合
の
設
立
を
予
定
し
て
い
る

が
、
組
合
間
に
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、

適
正
に
対
応
し
て
い
く
。

組
合
設
立
に
向
け
て
協
議
中
と
い
う
組
合
が

あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
を
含
む
リ
ニ
ア
関
連

事
業
の
進
め
方
等
に
対
す
る
「
要
望
書
」
へ

の
「
回
答
書
」
に
つ
い
て

　

移
転
を
お
願
い
す
る
皆
様
に
対
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
要
望
や
悩
み
に
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
不
安
や
心
配
の
払
拭
に
向
け
対
話
を
重
ね

て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
移
転
を
お
願
い
す
る
方
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
職
員
を
明
確
に
し
、
関
係
部
署
と

の
連
絡
調
整
や
情
報
共
有
を
図
り
、
移
転
先
の

確
保
、
移
転
に
伴
う
諸
手
続
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
課
題
や
悩
み
の
解
決
に
向
け
て
、
庁
内
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
事
業
に
関
係

す
る
皆
様
へ
の
説
明
に
際
し
て
は
、
誤
解
の
な

い
適
切
で
分
か
り
や
す
い
説
明
に
心
掛
け
る
と

と
も
に
、
細
心
の
配
慮
に
努
め
て
い
く
。

　

当
委
員
会
が
６
月　

日
に
市
リ
ニ
ア
推
進
部

26

長
へ
提
出
し
た
「
要
望
書
」
に
対
す
る
「
回
答

書
」
を
受
領
し
ま
し
た
。

　
　

回
答
書
の
要
旨

１ 

事
業
の
対
象
と
な
る
住
民
へ
の
丁
寧
な

　
 

対
応
に
つ
い
て

２ 

庁
内
連
携
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
も
、
関
係
部
署
と
随
時
及
び
定
期

的
に
、
情
報
交
換
や
課
題
に
対
す
る
協
議
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
関
係
部
署
が
連
携
の

う
え
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様

の
立
場
に
立
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

３ 

地
区
に
お
け
る
説
明
会
の
在
り
方
に

　
 

つ
い
て

　

住
民
の
皆
様
が
知
り
た
い
情
報
や
求
め
る
情

報
を
考
慮
し
、説
明
事
項
や
内
容
を
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
。ま
た
、移
転
を
お
願
い
す
る
皆

様
、代
替
地
の
提
供
を
お
願
い
す
る
皆
様
と
の

話
し
合
い
の
機
会
を
十
分
に
確
保
し
て
い
く
。

４ 

議
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て

　

今
後
と
も
、
住
民
説
明
会
等
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
適
宜
、
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会
へ
報

告
す
る
。

■
回
答
書
の
説
明
に
対
す
る
質
疑
等

回
答
書
に
あ
る
移
転
対
象
者
の
担
当
職
員
の

配
置
と
は
。

用
地
及
び
物
件
補
償
関
係
を
担
当
す
る
職

員
は
用
地
課
を
中
心
に　

名
ほ
ど
と
な
る

15

が
、
課
題
等
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
推

進
部
全
体
で
対
応
し
て
い
く
。

個
別
対
応
す
る
体
制
が
整
う
時
期
は
。

移
転
対
象
者
や
地
権
者
の
担
当
者
は
、
事

業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
明
確
に
し
て
い

く
。
８
月
１
日
よ
り
代
替
地
登
録
の
閲
覧
が
始

ま
り
、
ま
た
、
物
件
調
査
の
内
容
説
明
も
開
始

さ
れ
、
個
別
対
応
が
具
体
化
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。
大
事
な
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

全
職
員
の
共
通
認
識
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

（ 
庁
内
連
携
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
理
解
を

し
た
う
え
で 
）
県
な
ど
と
の
調
整
に
対
す

る
考
え
方
は
。

事
業
の
推
進
や
方
向
性
、
課
題
解
決
は
、

事
業
主
体
の
Ｊ
Ｒ
や
長
野
県
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
が
、
地
元
地
権
者
の
皆
様
や
地
域

に
お
け
る
窓
口
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
飯
田
市

で
あ
り
、
調
整
を
と
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
。

地
区
に
お
け
る
説
明
会
の
在
り
方
に
関
し

て
、
地
元
説
明
会
の
状
況
は
。

地
元
説
明
会
に
お
い
て
要
求
さ
れ
て
い
る

内
容
と
し
て
は
、
地
権
者
の
皆
様
が
求
め

て
い
る
情
報
、
特
に
代
替
地
の
方
針
と
移
転
補

償
に
つ
い
て
の
明
確
な
提
示
で
あ
り
、
早
急
に

代
替
地
に
つ
い
て
、
意
向
確
認
を
取
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

市
の
説
明
は
、
リ
ニ
ア
工
事
を
推
進
す
る
た

め
に
、
Ｊ
Ｒ
の
考
え
に
寄
っ
た
も
の
で
あ

り
、
住
民
側
に
立
っ
て
い
な
い
と
住
民
の
皆
様
が

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な

姿
勢
で
進
め
て
い
く
の
か
。

住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
地
元
地
権
者

や
住
民
の
皆
様
の
悩
み
や
不
安
の
原
因
は

何
か
、
し
っ
か
り
と
相
談
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
個
々
の
相
談
へ
の
対
応
も
重
要
視

し
て
い
る
。

用
地
関
係
者
組
合
の
設
立
状
況
に
つ
い
て

事
業
の
進
捗
に
よ
り
組
合
の
設
立
時
期
に

差
が
で
き
て
し
ま
う
が
、早
期
に
補
償
額
を

提
示
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

用
地
関
係
者
組
合
の
役
員
に
か
か
る
負
担

は
。

組
合
役
員
に
係
る
負
担
を
鑑
み
て
、組
合
の

設
立
方
法
に
つ
い
て
、組
合
役
員
を
選
出
す

る
方
法
以
外
に
、組
合
役
員
を
選
出
し
な
い
説

明
会
方
式
も
考
え
て
い
る
。い
ず
れ
の
場
合
も
、

役
員
や
関
係
者
に
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事

務
局
が
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

　

７
月
２
日
に
市
役
所
Ｃ
棟
に
お
い
て
、
リ
ニ

ア
駅
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
会
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人 
都
市
パ
ブ
リ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
小
澤
一
郎
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
、『
リ
ニ
ア
と
こ
れ
か
ら
の
地

域
・
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
』
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
２
０
５
０
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
」、「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
・
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
み
る
」、飯
田
で
は
、「
リ
ニ
ア
時

代
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
・
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
進
め
る
か
」
と
い
う
内
容
で
講
演
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
運
転
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
か
す
公
の
役
割

と
地
域
施
策
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

約１００名が参加したリニア講演会



平成30．10．26 ⑩いいだ市議会だより　　　行政評価・提言

　飯田市議会では、飯田市自治基本条例に規定されている市議会の責務を果たし、議会としての監視・評価を行う

ため、議会による行政評価を行ってきています。本年度の行政評価は、「いいだ未来デザイン2028」の実績評価を

行う初年度であり、行政評価の具体的手法については、「基本構想基本計画特別委員会」の調査研究に基づいて行

いました。「いいだ未来デザイン2028」では、部局を横断した「戦略バスケット」の考え方が導入されているた

め、議会の評価では、「大局的な評価・いわゆる森の評価」を意識して、新しい評価手法に取り組みました。今年

度は、最初に議場で全体会を実施して全ての基本目標の評価説明を受けるとともに、複数の委員会に関連する基本

目標については、合同会議の方式で評価を行いました。

『平成29年度決算認定に係る施策評価等に関する提言』からの抜粋

総合的な評価「いいだ未来デザイン2028」次年度（H31）への提言
基本目標

（担当常任委員会）

・「戦略」及び「ねらい」は概ね評価で
きるが、回帰率が示すように成果が
出てきていない。一貫したキャリア
教育に含む「大学生」、起業の気運を
促したい「都市部の若者世代」とど
う具体的に接点をつくっていくかを
検討するなど、小戦略をさらに充実
していくべきと考える。

・従来の「外貨獲得」の考え方だけでなく、田舎へ還ろう戦
略と順応する地域内経済循環思考を取り入れ、地域内乗数3
（LM3）の指標を調査・研究されたい。
・新たな産業振興の拠点として南信州・飯田産業センターの
役割は益々重要となる。管理運営力のある専門人材確保の
ため市は最大限協力するとともに、整備後の施設を活用し
産業振興の拠点形成につなげるため、南信州広域連合との
連携を図るとともに、マーケティングやマネジメント力向
上に努められたい。

基本目標１

若者が帰ってこられる
産業をつくる
（産業建設委員会）

・ライフスタイルの変化を認識した上
での取り組みを評価する。
・「未来デザイン2028」人口ビジョン達
成の人の流れをつくるメインの基本
目標だが、そこからバックキャス
ティングで戦略が構築できているの
か疑問である。

・20地区が取り組む「田舎へ還ろう戦略」はいいだ未来デザ
インの最もコアな戦略の一つであり、チャレンジを成功さ
せるためには市民の深い理解と創造性、各地区の知恵が欠
かせない。自治振興センターを中心に今まで以上に戦略を
「見える化」するなど、必要な行政支援を行われたい。特に
地区指定ふるさと納税制度については、当初の目標を著し
く下回る現状にあり、行政も当事者としての自覚を持ち各
地区と一緒になって真摯に取り組まれたい。

基本目標２

飯田市への
人の流れをつくる
（産業建設委員会・

総務委員会）

・取り組んでいる姿勢は評価するが、
さらに、理想実現に向け取り組みを
強められたい。

・国の幼児教育無償化の動きや働き方改革の動向により、保
育等のニーズがさらに高まることが予想される。これら
は、保育士等の獲得競争の過熱化や、結果として待機児童
の発生に繋がる恐れもある。今のうちから、実態を正確に
把握したうえで、対策を検討しておく必要がある。

基本目標５

若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる
（社会文教委員会）

・単年度の取り組みで数値が改善する戦
略ではないため、成果についての評価
は難しいが、市の財政に与える影響が
大きいテーマでもあり、市民の意識付
けに力点を置いた取組に期待したい。

・男性の介護予防事業等の参加が少ない。軽スポーツを取り
入れた介護予防事業の採用や、まずは人とのつながりに着
目し、夫婦で参加しやすい事業などを取り入れ、男性の事
業参加率の向上を目指されたい。

基本目標６
　
「市民総健康」と
「生涯現役」をめざす
（社会文教委員会）

・中山間地域での地域経営は厳しいこ
とも多いが、各地域も行政も頑張っ
ていることを評価する。
・１０年が経過した「地域自治組織制度」
の検証と、まちづくり委員会が関わ
る行政関連業務の見直しが必要。

・基本目標11（災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高
める）と連携し、「きちんと防災に取り組むまちづくり」を推
進されたい。当地域は土砂災害及び水害が起こる地域であ
る。近年極端な気象現象が起こりやすい気候の中で、幸せに
暮らすための工夫を重ねるまちづくりを「まちづくり委員
会等」及び「自主防災組織」が取り組めるよう、市民協働環境
部（ムトスまちづくり推進課）と連携して進められたい。

基本目標８

新時代に向けた
これからの地域経営の
仕組みをつくる
（総務委員会）

・駅周辺整備、道路の新設改良、公共
交通の在り方、関係自治体との連携
など、同時進行で取り組まざるを得
ない状況のなかで、大変な苦労をさ
れており概ね評価できるが、事業の
進捗は順調とはいいがたく、今後も
影響を受ける市民の側に立った事業
推進が必須である。またこの先10
年、車社会が大きく変わる可能性が
あり、対応が必要である。

・リニア関連事業は飯田市がかつて経験したことのない大規
模な複合事業であり、従来の経験に頼った進め方では対応
できない。飯田市の総合的マネジメント力が試されている
といっても過言ではなく、リニア推進部を中心に庁内の英
知を結集し取り組まれたい。
・多くの事業が同時進行で推進されるなか、移転を余儀なく
される方や「地権者」への配慮を常に心掛け、影響を受け
る住民側に寄り添い住民との信頼関係構築に今まで以上に
努められたい。また、移転先での円滑な地域コミュニティ
確保へも目を向け、相談体制の強化等を検討されたい。

基本目標12

リニア時代を支える
都市基盤を整備する
（産業建設委員会・

総務委員会）

９月２１日に市長に対し、『平成２９年度決算認定に係る施策評価等に関する提言』を

議長から手渡し、各常任委員長らとともに提言を行いました。

また、来年度以降の手法に関しては、さらに検討を進めていきますが、執行機関

側にも研究をお願いしました。今後予定される平成３０年度戦略計画の見直し、及び

新年度の戦略計画の策定並びに新年度予算編成にあたり、本提言を誠実に受けと

め、さらなる市民サービスの向上に努めるよう依頼しました。



NO. 210⑪ いいだ市議会だより　　　管外視察　政務調査報告

政務調査研究報告
　市議会の各会派では、今後の政策の立案、提言に活かし、ひいては市民益につなげていくことを目的に政務調査を実

施しています。平成30年５月から９月までに実施した各会派の調査研究の概要を掲載します。

また、９月21日には、平成30年度前期の政務調査研究報告会を第２委員会室で行いました。

　■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。http://www.city.iida.lg.jp/

会派みらい（3人）

会派のぞみ（13人）

■実施日　７月24日（火）～７月26日（木）

■調査事項等
●在宅介護総合特区（ＡＡＡおかやま）について （岡山県岡山市）

●岡山市都市交通戦略」について （岡山県岡山市）

●市有財産に関するサウンディング型市場性調査 （岡山県玉野市）

●地域連携ＤＭＯについて （兵庫県豊岡市）

公　明　党（3人）

■実施日　８月７日（火）～８月８日（水）

■調査事項等

●富山市まちなか総合ケアセンターについて （富山県富山市）

●新幹線佐久平駅周辺の土地開発の現状について （長野県佐久市）

●新幹線駅周辺の土地利用、観光産業について （長野県佐久市）

●立地適正化計画について （長野県佐久市）

日本共産党（2人）

■実施日　８月８日（水）～８月９日（木）

■調査事項等

●地域包括支援センターの機能について （滋賀県大津市）

●生活再建支援の取り組みについて （滋賀県野洲市）

●ようこそ滞納していただきました条例

　　　　　　（野洲市債権管理条例）について （滋賀県野洲市）

■実施日　７月23日（月）～７月25日（水）

■調査事項等

「～リニア時代の交流に向けて～地域資源を生かしたまちづくり」

●子宝日本一 （鹿児島県伊仙町）

●エコツアー集落めぐり （鹿児島県伊仙町）

●あまみ大島観光物産連盟（地域版ＤＭＯ） （鹿児島県奄美市）

於 NPO法人 てごねっと石見

於 越前市議会議場

於 北名古屋市議会議場

◆総務委員会
■実施期日　平成30年７月３日（火）・４日（水）

■調査事項（視察項目及び視察先）

茨自治会の活動及び自治会加入の取り組みへの支援について  〔愛知県 尾張旭市〕

芋地域担当職員制度～職員行きますプロジェクト～について  

　自治会の活動及び自治会加入の取り組みについて〔滋賀県 米原市〕

鰯越前市総合戦略について〔福井県 越前市〕

　移住定住や多世帯近居・同居住まい推進について

◆社会文教委員会
■実施期日　平成30年７月５日（木）・６日（金）

■調査事項（視察項目及び視察先）

茨健康寿命の延伸事業の取り組みについて 〔静岡県 袋井市〕

芋北名古屋市版コミュニティ・スクールの取り組みについて  〔愛知県 北名古屋市〕

鰯子ども・若者総合支援センター“エールぎふ”の取り組みについて 〔岐阜県 岐阜市〕

※調査事項鰯、岐阜市の視察は、７月４日からの降雨により災害発生の危険度が

　高まっていたことから、急遽視察をキャンセルした。

◆産業建設委員会
■実施期日　平成30年７月10日（火）～12 日（木）

■調査事項（視察項目及び視察先）

茨山陰の「創造力特区」江津市

　NPO 法人てごねっと石見（いわみ）の取り組みについて  〔島根県 江津市〕

芋 ①益田市真砂地区の食・農・教育の取り組みについて

　 ②地元企業との協働による地域活性化について（地域循環型経済）

　 ③定住促進の取り組みについて  〔島根県 益田市〕

鰯 ①集落営農（わくわくつわの協同組合）の取り組みについて

　 ②村人が活き活きと暮らせる集落づくりについて  〔島根県 津和野町〕

允田園回帰1％戦略と循環型経済について

　［持続可能な地域社会総合研究所 所長 藤山浩 氏］  〔島根県 益田市〕

※調査事項茨江津市の視察は、豪雨災害のため、行政側の視察が急遽対応不可となった。

総務委員会

社会文教委員会

産業建設委員会

飯田市議会  政務調査研究報告会 検 索
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議会の動き（予定）

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
を
傍
聴
さ

３０

れ
た
方
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
災
害
列
島
日
本
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
な
か
で
、
猛
暑
や

防
災
対
策
に
関
連
す
る
一
般
質
問
は

大
い
に
関
心
が
あ
り
傍
聴
し
た
。
一

般
質
問
の
内
容
も
充
実
し
て
い
て
よ

か
っ
た
。

本
会
議
、
委
員
会
と
も
自
由
に
傍
聴
い

た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■議会への請願・陳情の締め切りは
　11月20日(火)午後5時です。
　議会事務局へご提出ください。
■第4回(12月)定例会は11月26日(月)開会です。
■代表・一般質問は、12月5日～7日の予定です。

広報広聴委員会
　委員長　新井信一郎　　副委員長　古川　仁

　委　員　岡田　倫英　　塚平　一成　　小林　真一

　　　　　熊谷　泰人　　木下　容子　　原　和世

今年の夏は暑かった。とにかく暑かった。連日の様に猛暑
警報が出、熱中症予防が毎日の挨拶言葉だった。
夏も終わる頃、幾分過ごし易くなったと感じたら、今度は
台風が次々にやって来た。
秋に差し掛かって今度は秋雨前線、稲刈りが出来ない。そ
れでも、晴れ間をみて黄金の穂が刈り取られていく。
議会では行政評価がクールに？行われ、9月定例会後に、
施策評価提言書が市長に渡された。
合わせて、幼保・小・中学校にクーラー設置要望も全会一
致で提出された。夏は議会にとっても熱い。

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問・委員会の模
様をインターネットによるオンライン動画配信サービスで中継して
います。ぜひご覧ください。　http://www.city.iida.lg.jp/

議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）議 員 紹 介議 員 紹 介

～ビオトープへの想い～
　

　 湯  澤 　 啓  次  
ゆ ざわ けい じ

３年前から遊休農地20アール程をお

借りし、園児らにバッタ捕りやサトイ

モ掘りなど「いいだ型自然保育」に少

しばかり協力させて頂いております。

お借りした田圃は湿田が多く、一部をガマやセリなど

湿地植物の生育地とし、比較的乾いた田圃へはメヒシバ

やエノコログサ等で「野っ原」を作り、子どもたちの遊

び場にもなれる「ビオトープ」の実験を行ってきました。

１年目から絶滅危惧種を含む多くのトンボが飛び交うよ

うになり、トノサマガエルやアマガエルの恰好の棲息地

となっています。

私が子どもの頃は近所の田圃、近くの野山や小川は全

て遊び場でしたが、時代は変わり子どもが自然に触れる

機会はめっきり減ってしまいました。幸い、環境さえ整

えれば「自然」を取り戻せることを知りました。

子どもたちにトンボやおたまじゃくし、メダカなど、

「自然」に触れる機会を提供できたら…ビオトープへの

想いは募ります。

～ハント、やっぱりボンド～
　

 永  井 　 一英  
なが い かずひで

脚本家の橋本忍さんが亡くなられ
た。中学生の時に飯田の映画館で見た
名作、ひょっとして人生を決めてしま
うのではないかと直感した。後に、シナ

リオも購入して読み、橋本さんが手がけられたことを
知った。
東京で暮らした学生時代、今は少なくなった名画座で、

色々な映画を見た。「羅生門」「大脱走」「ウエストサイド物
語」「戦争と平和」等々。特に「ローマの休日」はお気に入り
で、７回も通って見た。映画鑑賞は多分に母の影響があ
る。「ベン・ハー」「クレオパトラ」「風と共に去りぬ」は、ま
だ小学生くらいの時に母が観に連れて行ってくれた。
今は「ミッション：インポッシブル」が人気のようだ。私

は007が大好きで、作品はほとんど観た。ボンドには人
懐っこさ、人間的な危うさがあり、アクションシーンもさ
ることながら、テーマ曲が流れ秘密兵器が登場するとワ
クワクする。２人の主人公はともに、最後まで諦めないの
がいい。
昔は「ハリー・ポッター」、今は、娘と大スクリーンで観

た「グレイテスト・ショーマン」に感動した。

上
村
小
学
校
が
「
小
さ
な
音
楽

上
村
小
学
校
が
「
小
さ
な
音
楽
会会

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
初
出

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
初
出
場場

飯田市議会

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
合
唱
に
取

り
組
む
小
規
模
特
認
校
の
上
村
小
学
校

が
、
平
成　

年
8

30

月
5
日
に
東
京
・

大
手
町
の
日
経

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
小
さ
な
音

楽
会
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
初
出

場
し
ま
し
た
。
出

場
の
前
に
は
、
議

場
の
傍
聴
席
ス

ペ
ー
ス
を
ス
テ
ー

ジ
に
し
て
合
唱
披

露
が
あ
り
、
市
長

や
教
育
長
、
議
長

を
は
じ
め
多
く
の

議
員
ら
で
壮
行
し

ま
し
た
。


